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家政学原論

形成過程にみる環境学の総合的課題

新福　祐子
　(ノートルダム清心女大)

家庭経営 家庭経済 家族関係

－カリキュラム研究から

目的_大学教育の中の環境学は、大学の学部・学科・専攻・コースにおいて個別学問領域

をこえた共通の研究テーマとなっている．環境に対する諸学による総合性を考えるため、

各学問領域で取組まれている環境学の内容を調べ、学体系の方向を探ることを目的とし

た．

方法　わが国における国公私立大学の平成７年度のカリキュラム分析から、専門領域別環

耳事7）内容を調べ、比較検討した．
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カリキュラム改善の過程で、各学問領域から構想した「環境」というフィールドは

．、通の課題を与えてくれるものである．しかし、母体となる学問との関係を強くもつ現時

点での環境学は、相互の壁は破れない状態のまま名称だけが総合的イメージを先行させて

いる．「自然と人間共生のための建築学立場からアプローチする環境学」「生物や自然生

態を基調にした理学・工｀学領域と社会科学の領域を融合させようとする環境学」「快適な

生活環境を創造するため被服学・住居学を統合した生活環境学」「名称のみに環境学をつ
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けているもの」などがある。新しい学問体系聚
の共通性をふまえた上で解明されなけれならな

置づけされているのが現状である。

構築するための「環境学原論」は、諸学問

μのであるが、これも各領域の範囲内に位

^£包個別環境要因の評価を総合的評価に発展させる方向性が提案＊
別学問の合意による環境学の構築が不可欠と考える。

されているが、個

＊第1 9回人間・生活環境シンポジウムにおいて、京都府立大学教授松原斎樹氏による。
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【目的】木研究の目的は、アメリカ家政学会誌の分析を通して、その研究動向を明らかに

し、家政学の本質を追求しようとするところにある。これまでに、研究論文の内容構成に

基づく分析をすべての領域について実施し、各領域における研究関心の推移をとらえると

ともに、前報では学会の会則にみられる目的の変遷について概観した。本報では、これま

での成果を集約すべく、家政学論に関する諸説に注目し、家政学の本質にかかわる概念の

歴史的推移を明らかにし、家政学のあるべき方向性について検討することを意図した。

　【方法】1909、1983年のJOURNAL OF HOME ECONOMICS（724冊）及び1972～1籐滓のHOME

ECXDNOMICSRESEARCH JOURNAL (76冊）における分析対象論文5,765本のうち「家政学原論
領域」に分類された739本の中から、家政学論に関する論文を抽出した。それぞれの論文

のなかで、家政学の本質や目的、対象、方法などについてどのような記述がみられるかを
整理した。記述の内容を｀年代別に比較考察し、それぞれの時代の特徴をとらえるとともに、

家政学を定義するために必要な概念について明らかにした。

　【結果】アメリカ家政学の定義に関する諸概念は、各年代において多様な表現によって説

明されているが、全休を通して、もっとも抽象化された単純な概念として、家庭、家族、
個人、人間などをあげることができる。併せてコミュこテイ、消費者なども重要なキーワ

ードとなっている。また、それらと環境との相互作用によるところの生きる営みにおいて、

改善、発展・開発、福祉・幸福、腱康などの価値が、肉休的（物的）・精神的・社会的・

経済的・美的・技術的につくりだされ、効率的に高めることが目的とされている。


